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令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

都道府県支出金 16020801002 6658地震・津波対策等減災交付金（業務活動）

前年度当初

29,426合　計

2,052 2,052
1,0391,067

220 550

21,397 25,586
176 199

01

本年度当初

24,912

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0001 常備消防通信管理費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

24,912

58

24,854

29,426

66

29,360

△4,514

△8

△4,506

23,474

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004811)

　その他事業 75 市民の生命、身体、財産の保護とともに、災害による被害の軽減を図り、

　安心・安全なまちづくりを目指す
　概　　要　 01 市民の安心・安全を守ります
　事　　務　 12 情報連絡室業務

＜事業の目的＞
　市民の生命、身体、財産の保護とともに、災害による被害の軽減を図り、安心・安全なま
　ちづくりを目指すため、常備消防通信管理事業により、消防無線の維持管理及びその他の
　通信回線の維持と中東遠消防指令センターの適切な運営を行うことで、円滑な消防業務を
　運用する。

＜事業の概要＞
　無線機器及び電話設備等の保守管理や維持管理を行い、災害に即時対応できる体制を確保
　する。

＜令和４年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇常備消防通信機器保守及び管理業務
・消防無線機器・固定電話・携帯電話の修繕
・消防庁舎固定電話及び救急・救助活動に係る携帯電話使用料
・消防庁舎構内交換電話設備、消防救急デジタル無線及び防災無線保守点検
〇中東遠消防指令センター運営経費負担金支払い業務
・中東遠５市１町で運営する消防指令センターへの負担金

　【要求内容】
　10節　需用費
・修繕料　220千円（R3　550千円）：消防用無線機・固定電話等修繕
11節　役務費
・通信運搬費　1,067千円（R3　1,039千円）
12節　委託料
・電話機管理委託料　462千円（R3　同額）
・無線機器保守点検委託料　1,590千円（R3　同額）
17節　備品購入費
・消耗品的備品　176千円（R3　199千円）：消防用無線機バッテリー購入
18節　負担金、補助及び交付金

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料
投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

・中東遠消防指令センター運営経費負担金　21,397千円（R3　25,586千円）
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令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

国庫支出金 15020110001 687新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

前年度当初

2,668合　計

220 610
378465

1,661 1,680

01

本年度当初

2,346

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0002 救急活動事業費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

2,346
687

2
1,657

2,668

2,668

△322

2

687

△1,011

2,171

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004825)

諸収入 21050207039 県新型コロナウイルス感染症患者等移送費負担金 2

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 01 消防施設・設備・体制の充実強化を図ります

＜事業の目的＞
　消防施設・設備・体制の充実強化を図るため、救急活動事業により、資機材を計画的に整
　備するとともに救急想定訓練を行い、職員の災害対応力を向上する。

＜事業の概要＞
　救急活動に必要な資機材の整備及び適切な維持管理を行うとともに、救急現場を想定した
　各種訓練を実施し、隊員の技術、能力、知識を高める。

＜令和４年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇救急活動業務
　・救急資機材の整備
　※災害現場及び訓練で使用する資機材の整備
　・救急資機材の維持管理及び保守点検
　※災害現場及び訓練で使用する資機材の維持管理、保守点検
　・救急医療廃棄物の管理（処理）
　・救急現場を想定した各種訓練等の実施

　【要求内容】
　10節　需用費
　・消耗品費　894千円（R3　1,569千円）：救急資機材消耗品購入
　・（臨時交付金）消耗品費　687千円（R3　０円）：救急資機材消耗品購入
　・印刷製本費　30千円（R3　61千円）：救急搬送票印刷
　・修繕料　50千円（R3　同額）：救急資機材修繕
　11節　役務費
　・手数料　410千円（R3　333千円）：事後検証料等
　・廃棄物引取手数料　55千円（R3　45千円）
　12節　委託料
　・保守点検委託料　220千円（R3　610千円）：救急車積載資機材保守点検

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料
投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16
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令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

都道府県支出金 16020801002 398470地震・津波対策等減災交付金（業務活動）

前年度当初

3,037合　計

522 551
3539

418 754

1,765 1,697
01

本年度当初

2,744

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0003 消防救助活動事業費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

2,744

470

2,274

3,037

398

2,639

△293

72

△365

3,076

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004841)

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 01 消防施設・設備・体制の充実強化を図ります

＜事業の目的＞
　消防施設・設備・体制の充実強化を図るため、消防救助活動事業により、資機材を計画的
　に整備するとともに災害想定訓練を行い、職員の災害対応力を向上する。

＜事業の概要＞
　火災、救助等に必要な資機材の整備及び適切な維持管理を行うとともに、各種災害を想定
　した訓練を実施し、災害時における迅速かつ組織的な活動技術や能力を高める。

＜令和４年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇消防救助活動業務
・消防救助資機材の整備
※災害現場及び訓練で使用する資機材の整備
・消防救助資機材の維持管理及び保守点検
※災害現場及び訓練で使用する資機材の維持管理、保守点検
・火災や救助現場を想定した各種訓練等の実施

　【要求内容】
　10節　需用費
・消耗品費  218千円（R3　554千円）：消防救助資機材消耗品購入
・修繕料　200千円（R3　同額）：消防救助資機材修繕
11節　役務費
・手数料　4千円（R3　0千円）：空気ボンベ所有者登録申請料
・資機材運搬手数料　35千円（R3　同額）：訓練用廃車搬送手数料
12節　委託料
・保守点検委託料　522千円（R3　551千円）：資機材保守点検委託料
17節　備品購入費
・常備消防用備品購入費　868千円（R3　1,374千円）：消防救助資機材購入(消火用ホー
ス等)
・常備消防用備品購入費　897千円（R3　323千円）：消防救助資機材購入(空気ボンベ等)

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料
投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16
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令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

諸収入 21050207009 112140防火管理者資格取得講習会受講料

前年度当初

1,333合　計

1717

33

1,262 1,303

10
01

本年度当初

1,282

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0004 予防事業費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

1,282

140
1,142

1,333

112
1,221

△51

28
△79

1,364

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004856)

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 01 防災力を高めるまちづくり
　施　　策 03 市民の防災意識の高揚を図ります

＜事業の目的＞
　市民の防災意識の高揚を図るため、予防事業（消防本部）により、住宅用火災警報器設置
・維持管理の啓発や広報活動、防火イベントの開催のほか、立入査察や講習会を行い、事
業所における防火・保安体制の充実を図る。

＜事業の概要＞
　街頭広報や防火イベントの開催により、市民の防火意識の高揚を図るとともに、事業所か
　らの火災等の災害を未然に防ぐため、立入検査や講習会を行い、防火、保安体制を確保す
　る。

＜令和４年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇火災予防広報活動
・幼年消防クラブ、消防団と連携した街頭広報、消防広報誌の発刊
・戸別訪問等の指導による住宅用火災警報器の設置、維持管理の推進
・消防体験型イベントや防火ポスターコンクールなどの開催
〇立入査察・規制事務業務
・防火対象物、危険物施設への立入検査
・防火対象物の消防同意、危険物施設の許認可事務
・防火管理者資格取得講習会や菊川市危険物安全協会を通じた講習会の開催

　【要求内容】
　07節　報償費
・ポスター審査員謝礼　3千円（R3　同額）：防火ポスターコンクール審査員謝礼
10節　需用費
・消耗品費　915千円（R3　956千円）：消防業務関係図書購入、火災予防広報活動等消耗
品等購入
・印刷製本費　347千円（R3　同額）：消防広報誌の発行、火災調査等写真現像
11節　役務費
・傷害保険料　17千円（R3　同額）：消防体験型イベント参加者傷害保険料

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料
投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

4



令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

国庫支出金 15020110001 9,508新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

前年度当初

15,110合　計
7714,648

62 62
9,615 9,606

52125
4,806 5,168

646 145
01

本年度当初

29,902

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0005 常備消防施設管理費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

29,902
9,508

5,400
372

14,622

15,110

438
14,672

14,792

△66
5,400

9,508

△50

16,295

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004870)

諸収入 21050207022 消防本部自販機等設置手数料 318 384
諸収入 21050207025 消防本部電気料等使用者負担金 54 54
地方債 22010501009 消防庁舎整備事業債 5,400

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 01 消防施設・設備・体制の充実強化を図ります

＜事業の目的＞
　消防施設・設備・体制の充実強化を図るため、常備消防施設管理事業により、消防庁舎の
　適切な維持管理を行うとともに、各種災害に対する的確な対応が可能な環境を整備する。

＜事業の概要＞
　浄化槽等の施設管理業務の発注を行い消防庁舎の適切な維持管理を行うとともに、建物の
　長寿命化に向け検討していく。

＜令和４年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇消防庁舎の管理業務
・浄化槽の保守点検業務、消防庁舎総合管理業務等により建物の維持管理を行う。

　【要求内容】
　10節　需用費
・消耗品費　95千円（R3　96千円）：庁舎管理消耗品費購入
・（臨時交付金）消耗品費　35千円（R3　０円）：庁舎管理消耗品購入
・電気使用料　2,925千円（R3　3,432千円）
・ガス使用料　359千円（R3　同額）
・水道使用料　274千円（R3　237千円）
・修繕費　1,118千円（R3　1,044千円）：自動ドアセンサー等修繕
11節　役務費
・手数料　15千円（R3　同額）：浄化槽の法定検査手数料
・(新)廃棄物引取手数料　72千円：廃棄備品処分料
・火災保険料　38千円（R3　37千円）
12節　委託料
・除草作業委託料　218千円（R3　231千円）
・浄化槽保守点検委託料　350千円（R3　同額）
・施設管理委託料　8,860千円（R3　9,025千円）：庁舎総合管理業務等委託料
・（新）（臨時交付金）施設管理委託料　187千円：エアコン清掃業務委託料
13節　使用料及び賃借料

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料
投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

・マット借上料　62千円（R3　同額）：玄関等のマット借上料
14節　工事請負費
・（新）（臨時交付金）改良整備事業費　87千円：厨房の調理カウンターの改修工事

5



令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

前年度当初

合　計

本年度当初

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0005 常備消防施設管理費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

　・（新）庁舎照明整備事業費　6,007千円：照明のLED化工事

(簡略番号：004870)

　・（新）（臨時交付金）庁舎照明整備事業費　8,554千円：照明のLED化工事

　17節　備品購入費
　・（臨時交付金）消耗品的備品　646千円（R3　145千円）

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】
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令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

財産収入 17020201002 2,250車両売払代金
前年度当初

4,872合　計

220

406 242402414
4,701 4,228

01

本年度当初

5,741

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0006 公用車管理費（消防本部） 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

5,741

2,501
3,240

4,872

4,872

869

2,501
△1,632

4,998

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004888)

財産収入 17020201004 車両売払収入(契約保証金分) 250
諸収入 21050207039 県新型コロナウイルス感染症患者等移送費負担金 1

　その他事業 75 市民の生命、身体、財産の保護とともに、災害による被害の軽減を図り、

　安心・安全なまちづくりを目指す
　概　　要　 01 市民の安心・安全を守ります
　事　　務　 14 受付、消防機材等の維持管理

＜事業の目的＞
　市民の生命、身体、財産の保護とともに、災害による被害の軽減を図り、安心・安全なま
　ちづくりを目指すため、公用車管理事業（消防本部）により、消防本部で使用する公用車
　を適切に維持管理する。

＜事業の概要＞
　各種災害に対応するため、緊急車両等の適切な維持管理を行う。

＜令和４年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇公用車管理業務
　・車両洗浄、燃料管理、車検（法定）点検、整備
　・車検代行手数料及び登録印紙代、自動車損害保険料管理
　・旧救助工作車売却
　・自動車重量税管理

　【要求内容】
　10節　需要費
　・消耗品費　2千円（R3　同額）：車両管理消耗品購入
　・燃料費　2,577千円（R3　2,404千円）：車両14台（R3　14台）
　・修繕料　2,122千円（R3　1,822千円）：車検・点検14台
　11節　役務費
　・手数料　87千円（R3　60千円）：車検代行手数料・登録印紙代７台（R3　５台）
　・自動車損害保険料　327千円（R3　342千円）
　13節　使用料及び賃貸料
　・（新）公有財産売却システム使用料　220千円：システム使用料
　26節　公課費
　・自動車重量税　406千円（R3　242千円）：７台（R3　５台）

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料
投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16
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令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

国庫支出金 15020110001 1,959新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

前年度当初

14,472合　計

2,578 1,707
157 158

192230

1,033842

709 736

4,409332 347 4,331
4,353 3,912

2,0562,08301

本年度当初

15,693

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0007 常備消防総務費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

15,693
1,959

830
12,904

14,472

1
14,471

1,221

829

1,959

△1,567

12,476

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004901)

諸収入 21050207021 全国消防協会保険事務取扱手数料 1 1
諸収入 21050207026 行政資料コピー・印刷代【消防本部】 1
諸収入 21050207041 県消防学校職員派遣負担金 828

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 01 消防施設・設備・体制の充実強化を図ります

＜事業の目的＞
　消防技術を向上させるため、常備消防総務事業により、静岡県消防学校等への職員派遣や
　各種研修等の受講を実施し、専門知識や技術力を高め、消防力の強化を図る。

＜事業の概要＞
　教育や各種研修等の受講により、職員一人一人のレベルアップに取り組む。

＜令和４年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇職員研修業務
　・消防学校や病院等へ職員を派遣し、研修等を行う。

　【要求内容】
　01節　報酬
　・産業医報酬　240千円（R3　同額）
　・会計年度任用職員分　1,843千円（R3　1,816千円）
　03節　職員手当等
　・パートタイム職員期末手当　332千円（R3　347千円）
　08節　旅費
　・普通旅費　791千円（R3　976千円）
　・パートタイム職員通勤手当分　51千円（R3　同額）
　10節　需用費
　・消耗品費　557千円（R3　604千円）：職員貸与消耗品購入
　・印刷製本費　21千円（R3　同額）：資格取得申請書添付の写真現像代
　・食糧費　31千円（R3　11千円）：緊急消防援助隊出動時の食糧費購入
　・修繕料　100千円（R3　同額）：職員貸与被服修繕
　11節　役務費
　・手数料　148千円（R3　110千円）：資格取得等手数料
　・賠償保険料　82千円（R3　同額）：消防業務賠償責任保険料
　12節　委託料
　・健康診査委託料　157千円（R3　158千円）：病院実習等で提出する健康診断の委託料

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料
投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

　13節　使用料及び賃借料
　・テレビ受信料　15千円（R3　同額）
　・ＯＡ機器借上料　180千円（R3　同額）：複合機借上料

8



令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

前年度当初

合　計

本年度当初

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0007 常備消防総務費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

　・使用料　252千円（R3　240千円）：複合機使用料

(簡略番号：004901)

　・アパート賃借料　828千円（R3　０円）：消防学校教官派遣に伴うアパート借上料

　・リネンリース料　1,303千円（R3　1,272千円）：当直勤務者のリネンリース料
　17節　備品購入費
　・常備消防用備品購入費　2,292千円（R3　3,807千円）：職員貸与備品購入
　・（新）（臨時交付金）常備消防用備品購入費　1,959千円：職員貸与備品購入
　・備品　102千円（R3　105千円）：職員貸与備品購入
　18節　負担金、補助及び交付金
　・職員研修負担金　1,867千円（R3　1,789千円）：病院実習・消防学校等研修負担金
　・消防長会負担金　350千円（R3　同額）
　・全国消防協会負担金　39千円（R3　同額）
　・救急救命士養成研修負担金　2,151千円（R3　同額）
　・東名高速道路静岡県消防協議会負担金　２千円（R3　同額）

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】
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令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

都道府県支出金 16030107001 1919高圧ガス保安法事務交付金
前年度当初

24,224合　計

26,503 24,224

01

本年度当初

26,503

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0009 職員給与費（消防本部・常備消防費）【消防本部】 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

26,503

52

5,312
21,139

24,224

5,331

62

18,831

2,279

△19

△10

2,308

23,321

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004957)

都道府県支出金 16030107002 液化石油ガス保安事務交付金 33 43
手数料 14020501001 危険物取扱許可手数料 828 853
手数料 14020501002 火薬類消費許可手数料 23 31
手数料 14020501003 許可証等再交付手数料 1 6
手数料 14020501004 修了証再交付手数料 1 1
諸収入 21050207010 東名高速道路救急支弁金 4,440 4,440
諸収入 21050207039 県新型コロナウイルス感染症患者等移送費負担金 19

　その他事業 79 特別職・職員給与の適正な管理執行を図る

　概　　要　 01 特別職・職員給与の適正な管理執行
　事　　務　 02 職員給与費

＜事業の目的＞
　特別職・職員給与の適正な管理執行を図るため、職員給与費（消防本部・常備消防費）【
　消防本部】により、職員の給料、手当の支払いを適切に行う。

＜事業の概要＞
　勤務における給与や手当を集計し、振り込みによる給与支給を行う。

＜令和４年度実施内容＞
　・職員給与支給
　・職員手当を支給

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料
投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

10



令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

国庫支出金 15020110001 187新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

前年度当初

180合　計

291 77

103
01

本年度当初

291

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0010 救急講習等事業費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

291
187
37

67

180

180

111

37
187

△113

280

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：010141)

都道府県支出金 16020801002 地震・津波対策等減災交付金（業務活動） 37

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 01 防災力を高めるまちづくり
　施　　策 04 市民の防災活動への参加を推進します

＜事業の目的＞
　市民の防災活動への参加を推進するため、救急講習等事業により、救急講習会等を開催し
　、応急手当知識の普及と啓発する。

＜事業の概要＞
　応急手当に関する正しい知識と技術の習得のため、救急講習を実施するとともに、応急手
　当の普及活動に積極的に取り組む事業所を推進する。

＜令和４年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇救急講習業務
　・講習用資機材の購入、維持、管理
　・普通救命講習会等の開催
　・応急手当協力事業所の認定

　【要求内容】
　10節　需用費
　・消耗品費　87千円（R3　77千円）：救急講習用資機材購入
　・（臨時交付金）消耗品費　204千円（R3　０円）：救急講習用資機材購入

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料
投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

11



令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

前年度当初

18,828合　計

18,82818,55801

本年度当初

18,558

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 02 非常備消防費 消防本部0106010000-0000

0001 消防団員報酬費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

18,558

18,558

18,828

18,828

△270

△270

18,336

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004964)

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 03 消防団の防災力の維持・向上を図ります

＜事業の目的＞
　消防団の防災力の維持・向上を図るため、消防団員報酬事業により、報酬の支払いを適正
　かつ確実に行うことで、消防団員の身分を保障する。

＜事業の概要＞
　階級（職階）に応じて年間報酬を全団員へ支払う。

＜令和４年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇報酬支払業務
　・団員への年間報酬の支払い

　【要求内容】
　01節　報酬
　・消防団員報酬　18,558千円（R3　18,828千円）

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料
投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

12



令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

国庫支出金 15020110001 2,059新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

前年度当初

35,107合　計

7 7

10,32710,322
398376

30 40
3,161 1,081

1

16,4296,620 6,680 16,574

01

本年度当初

36,946

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 02 非常備消防費 消防本部0106010000-0000

0002 消防団運営費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

36,946
2,059
87

8,580
26,220

35,107

8,579

90

26,438

1,839

1

△3
2,059

△218

33,349

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004968)

都道府県支出金 16020801002 地震・津波対策等減災交付金（業務活動） 87 90
諸収入 21050207001 消防団員退職報償金 8,564 8,564
諸収入 21050207002 消防団員福祉共済事務費 15 15
諸収入 21050207038 消防団員公務災害補償費 1

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 03 消防団の防災力の維持・向上を図ります

＜事業の目的＞
　消防団の防災力の維持・向上を図るため、消防団運営事業により、消防団活動に対する手
　当の支給や研修による団員の技術や知識の向上に取り組むことで、消防団活動の円滑化と
　体制強化を図り、地域防災力を強化する。

＜事業の概要＞
　手当等の支給により、消防団活動の円滑化を図るととともに、各種研修等を受講して消防
　団員の技術や知識の向上に取り組む。

＜令和４年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇消防団運営業務
　・各種手当の支給
　・退職報償金の支給
　・研修等の費用弁償
　・個人装備品の購入
　・各種負担金の支払い

　【要求内容】
　03節　職員手当等
　・出動手当　6,620千円（R3　6,680千円）：出動手当、訓練手当、警戒手当、ラッパ技術
　　手当、車両資機材管理手当
　05節　災害補償費
　・災害補償費　1千円 (R3　０円)
　07節　報償費
　・県訓練指導員謝礼　75千円（R3　同額）：査閲大会審査員への謝礼
　・表彰費　224千円（R3　229千円）：永年勤続家族表彰、本部退団者記念品等
　・査閲大会報償費　119千円（R3　同額）：参加賞、順位表彰
　・退職者報償費　9,904千円（R3　同額）：退団者退職報償費
　08節　旅費
　・費用弁償　376千円（R3　398千円）：理事会、総会、研修会、消防学校等出張旅費

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料
投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

　09節　交際費
　・団長交際費　30千円（R3　40千円）
　10節　需用費

13



令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

前年度当初

合　計

本年度当初

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 02 非常備消防費 消防本部0106010000-0000

0002 消防団運営費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

　・消耗品費　498千円（R3　729千円）：新入団員貸与消耗品購入

(簡略番号：004968)

　・（新）（臨時交付金）消耗品費　2,411千円：新入団員用貸与消耗品購入

　・印刷製本費　153千円（R3　242千円）：広報誌作成
　・食糧費　99千円（R3　110千円）：査閲大会食糧費
　13節　使用料及び賃借料
　・会場使用料　７千円（R3　同額）：入退団式・出初式雨天時の体育館使用料
　18節　負担金、補助及び交付金
　・小笠支部会費負担金　1,349千円（R3　1,381千円）
　・（新）消防学校研修負担金　７千円
　・退職報償金掛金　6,989千円（R3　同額）
　・消防団員公務災害補償掛金　859千円（R3　864千円）
　・消防団員福祉共済掛金　945千円（R3　960千円）
　・分団運営費交付金　6,280千円（R3　6,380千円）

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

14



令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

国庫支出金 15020110001 363新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

前年度当初

2,442合　計
997
104 104
281 281

641646
1,362 1,400

16 16

01

本年度当初

3,406

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 02 非常備消防費 消防本部0106010000-0000

0003 消防施設等管理費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

3,406
363

3,043

2,442

2,442

964
363

601

3,730

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：005000)

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 01 消防施設・設備・体制の充実強化を図ります

＜事業の目的＞
　消防団の防災力の維持・向上を図るため、消防施設等管理事業により、災害時活動拠点と
　なる消防団蔵置所の適切な維持管理を行う。

＜事業の概要＞
　消防団蔵置所の長寿命化に向け維持管理を行うとともに、整備方針について検討する。

＜令和４年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇非常備消防施設管理業務
　・必要経費の支払い（光熱水費、通信費、浄化槽点検費等）
　・蔵置所の修繕
　・火災保険等の契約

　【要求内容】
　10節　需用費
　・電気使用料　711千円（R3　749千円）
　・水道使用料　331千円（R3　同額）
　・修繕料　320千円（R3　同額）：無線機器・蔵置所の修繕
　11節　役務費
　・通信運搬費　508千円（R3　同額）
　・手数料　90千円（R3　同額）：汲み取り手数料、浄化槽点検料
　・火災保険料　48千円（R3　43千円）
　12節　委託料
　・浄化槽点検料　281千円（R3　同額）：清掃・点検料
　13節　使用料及び賃借料
　・土地借上料　104千円（R3　同額）：嶺田・布引原蔵置所
　14節　工事請負費
　・（新）改良整備事業費　634千円：防犯灯設置工事
　・（新）（臨時交付金）消防団蔵置所整備事業費　363千円：網戸設置工事
　18節　負担金、補助及び交付金

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料
投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

　・電波利用料　16千円（R3　同額）：簡易無線26局

15



令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

都道府県支出金 16020801002 1,3501,008地震・津波対策等減災交付金（業務活動）

前年度当初

4,662合　計

3,759 4,662
01

本年度当初

3,759

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 02 非常備消防費 消防本部0106010000-0000

0004 消防団資機材整備費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

3,759

1,096

2,663

4,662

1,350

3,312

△903

△254

△649

6,569

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：005019)

都道府県支出金 16020801003 地震・津波対策等減災交付金（投資活動） 88

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 03 消防団の防災力の維持・向上を図ります

＜事業の目的＞
　消防団の防災力の維持・向上を図るため、消防団資機材整備事業により、消防資機材及び
　団員個人の装備を充実し、消防団の災害活動強化及び現場での団員の安全を確保する。

＜事業の概要＞
　防災資機材及び個人装備品を整備する。

＜令和４年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇消防団資機材整備事業
　・防災資機材の整備
　・個人装備品の整備

　【要求内容】
　17節　備品購入費
　・防災資機材購入費　650千円（R3　1,263千円）：消防用ホース・投光器購入
　・消防団員用備品購入費　2,845千円（R3　3,258千円）：新入団員用活動服等購入
　・防災資機材購入費　264千円（R3　141千円）：発電機購入

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料
投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

16



令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

財産収入 17020201002 300車両売払代金
前年度当初

3,910合　計

10

360 4341,194465
2,264 2,272

01

本年度当初

3,089

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 02 非常備消防費 消防本部0106010000-0000

0005 消防自動車等管理費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

3,089

3,089

3,910

300
3,610

△821

△300
△521

2,517

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：005024)

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 01 消防施設・設備・体制の充実強化を図ります

＜事業の目的＞
　消防団の防災力の維持・向上を図るため、消防自動車等管理事業により、消防団車両の適
　切な維持管理を行う。

＜事業の概要＞
　車両の維持管理とともに、整備方針を検討する。

＜令和４年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇消防団消防自動車等管理業務
　・車両修繕
　・燃料費の支払い
　・法定点検等の実施

　【要求内容】
　10節　需用費
　・燃料費　727千円（R3　655千円）：車両19台（R3　19台）
　・修繕料　1,537千円（R3　1,617千円）：車検・点検19台（R3　19台）
　11節　役務費
　・手数料　117千円（R3　841千円）：車検代行手数料・登録印紙代９台（R3　10台）
　・自動車損害保険料　348千円（R3　353千円）
　26節　公課費
　・自動車重量税　360千円（R3　434千円）：９台（R3　10台）

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料
投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

17



令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

前年度当初

183合　計

8181
9257

10 10

01

本年度当初

148

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 02 非常備消防費 消防本部0106010000-0000

0006 非常備消防総務費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

148

148

183

183

△35

△35

24

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：005036)

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 02 消防技術の向上を目指します

＜事業の目的＞
　消防団の防災力の維持・向上を図るため、非常備消防総務事業により、各種研修会等への
　参加や検討会を通じて、消防団の活動環境整備に取り組む。

＜事業の概要＞
　消防団役員の視察研修及び女性消防団員の研修への参加等により、消防団員の活動能力向
　上に取り組むとともに、消防団の活動環境整備について検討する。

＜令和４年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇非常備消防総務事業
　・消防団活性化検討委員会の開催
　・小笠支部幹部視察研修参加
　・女性消防団員研修参加

　【要求内容】
　07節　報償費
　・菊川市消防団活性化検討委員報償費　81千円（R3　同額）：検討委員９人、３回（R3
　　９人、３回）
　08節　旅費
　・普通旅費　57千円（R3　92千円）：研修他
　18節　負担金、補助及び交付金
　・職員研修負担金　10千円（R3　同額）：研修負担金

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料
投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

18



令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

国庫支出金 15020110001 2,963新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

前年度当初

8,081合　計

6,690 7,500

448 522

3,057 59
01

本年度当初

10,195

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 03 消防施設費 消防本部0106010000-0000

0001 消防施設等整備事業費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

10,195
2,963
2,103

5,129

8,081
300

7,781

2,114

2,103
2,663

△2,652

4,207

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：005051)

国庫支出金 15020601002 消防・救急体制整備費補助金 300
都道府県支出金 16020801002 地震・津波対策等減災交付金（業務活動） 2,103

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 01 消防施設・設備・体制の充実強化を図ります

＜事業の目的＞
　消防施設・設備・体制の充実強化を図るため、消防施設等整備事業により、消防水利や消
　防資機材を適切に維持管理し、計画的に更新する。

＜事業の概要＞
　防火水槽の維持管理、消火栓の設置及び移設並びに消防水利の修繕を施工し、大規模災害
　に活用する資機材の整備を行う。

＜令和４年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇消防水利維持管理業務
　・消火栓の設置（移設）及び修繕
　・防火水槽の修繕
　〇大規模災害資機材更新、整備業務
　・大規模災害時に活用する資機材を整備する。

　【要求内容】
　10節　需用費
　・消耗品費　39千円（R3　21千円）：防火水槽の看板購入、個人線量計用電池購入
　・修繕料　409千円（R3　200千円）：防火水槽の緊急修繕、西方（田ヶ谷）地内
　17節　備品購入費
　・防災資機材購入費　94千円（R3　59千円）：大規模災害対策資機材購入、緊急消防援
　　助隊用資機材購入
　・（新）（臨時交付金）防災資機材購入費　647千円：大規模災害対策資機
　　材購入、緊急消防援助隊用資機材購入
　・（新）（臨時交付金）備品　2,316千円：殺菌・消毒用資機材購入
　27節　繰出金
　・水道会計繰出金　6,030千円（R3　7,150千円）：消火栓設置費（新設及び布設替え）
　　牧之原地内、嶺田地内、青葉台地内
　・水道会計繰出金　660千円（R3　350千円）：消火栓の緊急修繕、柳地内、東横地地内

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料
投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

19



令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

都道府県支出金 16020801002 11,232地震・津波対策等減災交付金（業務活動）

前年度当初

124,491合　計

48 48

33 992323

6041

229 13

38,120583 1,900 122,348
01

本年度当初

39,077

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 03 消防施設費 消防本部0106010000-0000

0002 消防自動車等整備事業費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

39,077

10,000
27,200

1,877

124,491

97,900
21,232

5,359

△85,414

△70,700
△11,232

△3,482

19,095

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：005065)

都道府県支出金 16020801003 地震・津波対策等減災交付金（投資活動） 10,000 10,000
地方債 22010701007 合併特例債【消防本部】 27,200 97,900

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 01 消防施設・設備・体制の充実強化を図ります

＜事業の目的＞
　消防施設・設備・体制の充実強化を図るため、消防自動車等整備事業により、緊急車両等
　を計画的かつ適切に更新する。

＜事業の概要＞
　各種災害への出動に対し、確実な災害対応を行うため、緊急車両等の更新及び整備を実施
　する。

＜令和４年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇高規格救急自動車（救急菊川２）更新整備業務
　・高規格救急自動車（救急菊川２）を更新整備する。

　【要求内容】
　02節　給料
　・職員分　583千円（R3　1,900千円）：起債対象事業における事務費分
　08節　旅費
　・普通旅費　41千円（R3　60千円）：中間検査用旅費
　10節　需用費
　・消耗品費　25千円（R3　９千円）：更新車両積載用ゼンリン地図購入
　・燃料費　６千円（R3　４千円）：打合せ等燃料費
　・修繕料　198千円（R3　０円）：旧車両艤装撤去費（旧車両売却の為）
　11節　役務費
　・自動車リサイクル手数料　15千円（R3　14千円）：更新車両リサイクル料
　・賠償保険料　８千円（R3　９千円）：更新車両賠償保険料
　13節　使用料及び賃借料
　・ＯＡ機器借上料　48千円（R3　同額）：コピー機借上代（５ヵ月分）
　17節　備品購入費
　・(新)高規格救急自動車購入費　24,649千円：更新車両購入
　・(新)高規格救急自動車資機材購入費　13,471千円：更新車両積載資機材購入
　26節　公課費

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料
投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

　・自動車重量税　33千円（R3　99千円）：更新車両重量税

20



令和 4年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

都道府県支出金 16020801003 1,828地震・津波対策等減災交付金（投資活動）

前年度当初

0合　計
21,175

10

390
01

本年度当初

21,575

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 03 消防施設費 消防本部0106010000-0000

0004 貯水槽整備事業費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

21,575

1,828
19,700

47

21,575

19,700
1,828

47

18,711

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：011755)

地方債 22010501001 貯水槽整備事業債 19,700

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 01 消防施設・設備・体制の充実強化を図ります

＜事業の目的＞
　消防施設・設備・体制の充実強化を図るため、貯水槽整備事業により、消防水利の基盤と
　なる耐震性貯水槽を計画的に整備する。

＜事業の概要＞
　大規模地震発生時にも水利の確保が可能となる耐震性貯水槽を整備する。

＜令和４年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇貯水槽整備事業
　・西富田及び神尾地内への耐震性貯水槽整備に伴う工事請負費

　【要求内容】
　02節　給料
　・職員分　390千円（R3　０円）：起債対象事業における事務費分
　10節　需用費
　・消耗品費　10千円（R3　０円）：ロール紙等購入
　14節　工事請負費
　・耐震性貯水槽整備事業費　21,175千円（R3　０円）：西富田地内、神尾地内各１基

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料
投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

21



歳入 （単位：千円）

款 項 目 節
細
節

節及び細節名称
部門
名称

当初
予算額
(a)

前年度
予算額
(b)

差額
(a-b)

説　　　　　　　　明

14 2 5 1 － 消防手数料 － 853 891 ▲ 38

14 2 5 1 1
危険物取扱許可
手数料

消防本部 828 853 ▲ 25

菊川市消防手数料条例に基づく危険物施設の許認可等に係る申請手数
料
＜充当先＞
9.1.1.9　職員給与費（消防本部・常備消防費）【消防本部】
828千円

14 2 5 1 2
火薬類消費許可
手数料

消防本部 23 31 ▲ 8
菊川市消防手数料条例に基づく火薬類消費の許可に係る申請手数料
＜充当先＞
9.1.1.9　職員給与費（消防本部・常備消防費）【消防本部】　23千円

14 2 5 1 3
許可証等再交付
手数料

消防本部 1 6 ▲ 5
菊川市消防手数料条例に基づく危険物施設許可証等の再交付手数料
＜充当先＞
9.1.1.9　職員給与費（消防本部・常備消防費）【消防本部】　１千円

14 2 5 1 4
修了証再交付手
数料

消防本部 1 1 0
菊川市消防手数料条例に基づく防火管理者講習修了証の再交付手数料
＜充当先＞
9.1.1.9　職員給与費（消防本部・常備消防費）【消防本部】　１千円

16 3 1 7 －
消防費事務委託
金

－ 52 62 ▲ 10

16 3 1 7 1
高圧ガス保安法
事務交付金

消防本部 19 19 0
高圧ガス保安法に基づく権限移譲事務の交付金（基礎額）
＜充当先＞
9.1.1.9　職員給与費（消防本部・常備消防費）【消防本部】　19千円

16 3 1 7 2
液化石油ガス保
安事務交付金

消防本部 33 43 ▲ 10

液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律に基づく権
限移譲事務の交付金（基礎額＋令和２年度取扱件数３件）
＜充当先＞
9.1.1.9　職員給与費（消防本部・常備消防費）【消防本部】　33千円

22



歳入 （単位：千円）

款 項 目 節
細
節

節及び細節名称
部門
名称

当初
予算額
(a)

前年度
予算額
(b)

差額
(a-b)

説　　　　　　　　明

17 2 2 1 － 物品売払代金 － 2,500 300 2,200

17 2 2 1 2 車両売払代金 消防本部 2,250 300 1,950
更新整備した旧救助工作車の売払代金
＜充当先＞
9.1.1.6　公用車管理費（消防本部）　2,250千円

17 2 2 1 4
車両売払収入(契
約保証金分)

消防本部 250 0 250
更新整備した旧救助工作車の車両売払収入(契約保証金分)
＜充当先＞
9.1.1.6　公用車管理費（消防本部）　250千円

21 5 2 7 － 消防費雑入 － 22,137 13,570 8,567

21 5 2 7 1
消防団員退職報
償金

消防本部 8,564 8,564 0
退職消防団員に係る基金からの退職報償金
＜充当先＞
9.1.2.2　消防団運営費　8,564千円

21 5 2 7 2
消防団員福祉共
済事務費

消防本部 15 15 0
共済事務に係る消防協会からの手数料
＜充当先＞
9.1.2.2　消防団運営費　15千円

21 5 2 7 9
防火管理者資格
取得講習会受講
料

消防本部 140 112 28
防火管理者資格講習会（新規・再講習）に係る受講料（テキスト代）
＜充当先＞
9.1.1.4　予防事業費　140千円

21 5 2 7 10
東名高速道路救
急支弁金

消防本部 4,440 4,440 0

東名高速道路の救急事故に出動する出動隊の維持費としての支弁金
＜充当先＞
9.1.1.9　職員給与費（消防本部・常備消防費）【消防本部】
4,440千円
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歳入 （単位：千円）

款 項 目 節
細
節

節及び細節名称
部門
名称

当初
予算額
(a)

前年度
予算額
(b)

差額
(a-b)

説　　　　　　　　明

21 5 2 7 21
全国消防協会保
険事務取扱手数
料

消防本部 1 1 0
全国消防グループ保険の事務に係る手数料
＜充当先＞
9.1.1.7　常備消防総務費　１千円

21 5 2 7 22
消防本部自販機
等設置手数料

消防本部 318 384 ▲ 66
消防本部の自動販売機設置手数料（３台分）
＜充当先＞
9.1.1.5　常備消防施設管理費　318千円

21 5 2 7 25
消防本部電気料
等使用者負担金

消防本部 54 54 0
設置自動販売機の電気料の使用者負担金
＜充当先＞
9.1.1.5　常備消防施設管理費　54千円

21 5 2 7 26
行政資料コ
ピー・印刷代
【消防本部】

消防本部 1 0 1
消防本部での行政資料のコピー・印刷代
＜充当先＞
9.1.1.7　常備消防総務費　１千円

21 5 2 7 38
消防団員公務災
害補償費

消防本部 1 0 1
消防団員等公務災害補償等共済基金からの損害補償費
＜充当先＞
9.1.2.2　消防団運営費　１千円

21 5 2 7 39

県新型コロナウ
イルス感染症患
者等移送費負担
金

消防本部 32 0 32

新型コロナウイルス感染症患者等を移送した費用の受け入れ
＜充当先＞
9.1.1.2　救急活動事業費　２千円
9.1.1.6　公用車管理費（消防本部）　１千円
9.1.1.8　職員給与費（消防本部・常備消防費）【総務課】　10千円
9.1.1.9　職員給与費（消防本部・常備消防費）【消防本部】　19千円

24



歳入 （単位：千円）

款 項 目 節
細
節

節及び細節名称
部門
名称

当初
予算額
(a)

前年度
予算額
(b)

差額
(a-b)

説　　　　　　　　明

21 5 2 7 41
県消防学校職員
派遣負担金

消防本部 8,571 0 8,571

静岡県消防学校へ派遣する職員の静岡県の負担金
＜充当先＞
9.1.1.7　常備消防総務費　828千円
9.1.1.8　職員給与費（消防本部・常備消防費）【総務課】
7,743千円

22 1 5 1 －
消防施設整備事
業債

－ 25,100 0 25,100

22 1 5 1 1
貯水槽整備事業
債

消防本部 19,700 0 19,700
貯水槽の整備事業に係る起債
＜充当先＞
9.1.3.4　貯水槽整備事業費　19,700千円

22 1 5 1 9
消防庁舎整備事
業債

消防本部 5,400 0 5,400
消防庁舎照明のＬＥＤ化工事に係る起債
＜充当先＞
9.1.1.5　常備消防施設管理費　5,400千円

22 1 7 1 － 合併特例債 － 27,200 97,900 ▲ 70,700

22 1 7 1 7
合併特例債【消
防本部】

消防本部 27,200 97,900 ▲ 70,700
高規格救急自動車更新整備事業に係る起債
＜充当先＞
9.1.3.2　消防自動車等整備事業費　27,200千円

77,842 113,023 ▲ 35,181歳入合計
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